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慢性腎炎は免疫現象に基いて進展するので,環境要因のほかに,疾病の背後に Ir-gene ある

いは Is-gene の関与が考えられる。近年,Ir-gene あるいは Is-gene と主要組織適合性抗原

遺伝子との連鎖が確定されて以来,このMHCgeneの産物であるHLA各1oeusの抗原が血清学

的に容易に同定できるようになり,臨床面でも俄かに諸疾患の遺伝的素因解明に利用され,

この面の研究の展開がみられるようになった。 

われわれは小児腎炎の遺伝的要因の臨床的意義の解明と臨床応用を目的として,病型別に

家系調査。近親者,双生児の罹患状況。諸腎炎における HLA 抗原の頻度,および家系の

HLAhaplotypeの検索,HLAclassⅡ抗原の解析,特定HLA抗原保有者の免疫応答性の検索を研

究課題として調査研究を行った。 

笹月班員は PSAGN と HLAAw19,B12,Dw19 の haplotype に強い相関を認め,また溶連菌細胞壁

抗原(SCW 抗原)に対する健康人家系(28 家系)130 名を対象として T 細胞機能の免疫応答性

の遺伝形式を解析し,免疫低応答性は優性遺伝形式を,高応答性は劣性遺伝形式を,また免

疫低応答性は Is-gene により支配されており,常染色体優性遺伝であろうと推定した。また

溶連菌毒素に対する免疫応答の検索から Is-gene と HLA は密に連鎖しており,HLA 

A9,DQw1,DRw52 と正の連鎖不均衡,DR4,DRw53 と負の連鎖不均衡があることを指摘した。ま

たこれら実験系では T 細胞の他に Mφの存在が必要で,さらに両細胞間に HLA DR 抗原を共

有していることが前提であること,T 細胞は免疫高応答者由来のものであることなどを発

見した。堺班員は PSAGN では明らかに HLA B12(-Bw44)が多く,また B12 保有者は集団検尿

でも尿所見が強く,経過が遷延することを指摘した。家系調査でも B12 が港透して腎炎を発

展させる可能性が強いが,さらに classⅡ抗原,特に DEn(=DR13)の検索も必要であること,T

細胞の溶連菌成分(PA-Ab)に対する免疫応答性の高いことなどを指摘した。また,MPGN では

A9Bw54,A9Bw51 の haplotypeが有意に高頻度であることを示した。伊藤班員は Alport 症候

群の家系調査から Aw31,Bw51,haplotyeを指摘し,病因をウイルス感染とHLA 抗原の関連か



ら考察した。小林班員は各種腎疾患について解析し,IgA 腎症で Bw35DR4の haplotype が有

意に高頻度であったが,病状安定者に多く,進行傾向は少いこと,膜性腎症では DR2・

MTl(DQw1)が,MCNS で DRw8・DQw3 が有意に出現した成績より,病型によりそれぞれ異った DR

抗原,DQ 抗原が関連していることを推定した。堺(秀人)班員は IgA 腎症の高頻度発生は環

境要因より遺伝要因に律せられる可能性があるとして,IgA腎症18例とその家族62例の血

中1gA濃度,IgAbearingce11,リンパ球のIgA産生能を調べ,家族にも増加していることを確

認し,家族性血尿も認め,遺伝要因により規定されている可能性を指摘した。加藤班員は腎

炎の発症.重症度,治療に対する反応を規定する遺伝要因を探るため,風疹ウイルスに対す

る免疫応答性を検討し,抗原刺戟により生体に不利な免疫応答が起った場合,ある種の自己

免疫疾患に近い病態を呈し易いことを推論した。 


